
『
万
博
良
か
っ
た
』
で
は
済
ま
な
い

開
催
へ
市
況
置
き
去
り

事
業
金
棒
の
検
証
必
要
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記
器
山
中
議
員
が
主
張

　
２
０
２
５
年
大
阪
―
関
西
　
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

万
博
の
閉
幕
が
1
0
月
Ｂ
日
に
　
の
山
中
智
子
議
員
は
、
万
博

坦
る
中
、
大
阪
市
議
会
万
博
　
開
催
の
一
方
で
置
き
去
り
に

摺
龍
特
別
委
員
会
が
1
9
日
開
　
さ
れ
て
い
る
人
々
は
た
く
さ
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ん
い
る
と
指
摘
。
「
″
良
か
っ

た
、
良
か
っ
た
″
で
終
わ
ら

せ
ず
、
大
阪
市
と
し
て
の
検

証
が
絶
対
必
要
だ
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

　
山
中
氏
は
、
今
回
の
万
博

は
、
熱
中
症
や
災
害
対
策
、

メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
る
中
、
無
理
や
り
開
催

さ
れ
て
き
た
と
強
談
。
「
現

場
の
関
係
者
の
努
力
で
、
こ

こ
ま
で
来
た
。
残
る
期
間
、

無
事
に
閉
幕
を
迎
え
る
こ
と

に
注
力
す
べ
き
だ
」
と
前
置

き
し
ま
し
た
。

　
８
月
Ｂ
日
に
は
大
阪
メ
ト

ロ
中
火
線
の
運
休
で
、
万
博

会
場
の
夢
洲
に
大
勢
の
来
場

意見表明する山中議員＝

19日、大阪市議会万博推

進特別委員会

者
が
足
止
め
に
。
運
行
障
害
　
っ
て
い
る
方
に
は
、
こ
の
瞬

の
原
因
に
つ
い
て
大
阪
メ
ト
　
問
に
も
自
死
を
考
え
る
日
も

口
は
当
初
、
中
央
線
の
個
数
　
あ
る
と
い
う
。
夢
洲
で
の
無

増
な
ど
負
担
の
大
き
さ
に
起
　
理
な
工
事
÷
萌
の
犠
牲
者

因
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
　
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

い
と
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
大
阪
市
民
は
、
異
常
な
物

　
山
中
氏
は
、
大
阪
メ
ト
ロ
　
価
高
に
加
え
、
日
本
一
高
い

が
最
近
、
「
万
博
輸
送
に
よ
　
介
護
保
険
料
の
負
担
な
ど

る
運
行
本
数
の
増
加
に
よ
っ
　
で
、
毎
日
や
り
く
り
に
必
死

で
、
急
激
な
環
境
の
変
化
が
　
だ
と
強
調
。
「
暮
ら
し
の
深

あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
　
刻
さ
は
増
え
て
い
る
の
に
、

と
、
根
拠
も
示
さ
ず
に
説
明
　
基
礎
自
治
体
で
あ
る
大
阪
市

し
て
い
る
と
指
摘
。
「
（
閉
幕
　
の
支
援
や
施
策
は
進
ん
で
い

前
の
来
場
吉
瑞
に
対
応
す
る
　
な
い
）
と
批
判
し
ま
し
た
。

た
め
）
も
っ
と
増
便
を
考
え
　
　
山
中
氏
は
「
万
博
を
心
か

で
い
る
の
な
ら
、
非
常
に
恐
　
ら
楽
し
ん
で
い
る
六
は
い

い
。
安
全
ふ
芯
を
第
一
に
　
る
。
で
も
、
多
く
の
六
た
ち

す
べ
き
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
　
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る

　
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
の
工
事
　
イ
ベ
ン
ト
を
、
財
源
や
六

親
未
払
い
問
題
を
拶
只
府
　
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
ぎ
込

市
や
万
博
協
会
に
責
任
あ
る
　
ん
で
や
る
べ
き
だ
っ
た
の

対
応
を
求
め
る
立
場
か
ら
発
　
か
」
と
問
い
掛
け
ま
し
た
。

言
。
「
未
払
い
の
披
害
に
あ
　
希
少
な
野
鳥
が
渡
っ
て
来
る
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